
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
符号分割多重接続（ＣＤＭＡ）通信システムのチャネル通信装置において、
チャネル信号を受信するチャネル受信機と、該受信信号を分析して通信中のチャネル環境
を判断し、この判断結果に応じてＦＥＣレート選択信号及び直交符号 情報を発生する
制御部と、送信データを前記ＦＥＣレート選択信号による選択ＦＥＣレートで符号化する

チャネル符号器及び前記 直交符号情報に応じて直交符号
を生成し符号化データをその生成直交符号で拡散する 直交変調器を
含み、送信データをチャネル環境に応じて選択的に符号化及び拡散するチャネル送信機と
、を備え、
前記制御部は、受信信号から受信電力、電力制御ビット（ＰＣＢ）

、受信信号強度（ＲＳＳＩ）、信号利得及び信号対雑音比（ＳＮ
Ｒ）情報のうち少なくとも一つを検出し、該検出値を上限しきい値と比較してその上限値
を上回る場合にはＦＥＣレートを低め、直交符号の長さを減少させる前記ＦＥＣレート選
択信号及び直交符号 情報を発生し、また、前記検出値を下限しきい値と比較してその
下限値を下回る場合にはＦＥＣレートを高め、直交符号の長さを増加させる前記ＦＥＣレ
ート選択信号及び 直交符号 情報を発生することを特徴とするＣＤＭＡ通信システ
ムのチャネル通信装置。
【請求項２】
チャネル送信機が、異なるＦＥＣレートを有し、入力送信信号を該当するＦＥＣレートで
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符号化する少なくとも二つのチャネル符号器と、該チャネル符号器に対応する数だけを備
えられ該当する符号化データをフレーム単位でインタリービングするインタリーバーと、
前記チャネル符号器に前記入力送信信号をＦＥＣレート選択信号に応じて選択的に接続す
るための選択器と、直交符号情報に対応する直交符号を生成し、前記インタリーバーから
出力される符号化データをその生成直交符号で拡散する直交変調器と、該直交拡散信号を
ＰＮ拡散するＰＮ拡散器と、を備える請求項１に記載のＣＤＭＡ通信システムのチャネル
通信装置。
【請求項３】
直交符号情報が、直交符号の番号及び長さを含む請求項２に記載のＣＤＭＡ通信システム
のチャネル通信装置。
【請求項４】
マルチキャリアを用いるＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信装置において、
チャネル信号を受信するチャネル受信機と、該受信信号を分析して通信中のチャネル環境
を判断し、この判断結果に応じてＦＥＣレート選択信号及び直交符号 情報を発生する
制御部と、送信データを前記ＦＥＣレート選択信号による選択ＦＥＣレートで符号化する
チャネル符号器及び前記キャリアに対応する数だけ備えられ、前記直交符号 情報に応
じて直交符号を生成して前記符号化データをその生成直交符号でそれぞれ拡散する直交変
調器を含み、通信中のチャネル環境に応じてＦＥＣレート及び直交符号を選択的に調整す
るチャネル送信機と、を備え、
前記制御部は、受信信号から受信電力、電力制御ビット（ＰＣＢ）

、受信信号強度（ＲＳＳＩ）、信号利得及び信号対雑音比（ＳＮ
Ｒ）情報のうち少なくとも一つを検出し、該検出値を上限しきい値と比較してその上限値
を上回る場合にはＦＥＣレートを低め、直交符号の長さを減少させる前記ＦＥＣレート選
択信号及び直交符号 情報を発生し、また、前記検出値を下限しきい値と比較してその
下限値を下回る場合には前記ＦＥＣレートを高め、直交符号の長さを増加させる前記ＦＥ
Ｃレート選択信号及び前記直交符号 情報を発生することを特徴とするＣＤＭＡ通信シ
ステムのチャネル通信装置。
【請求項５】
チャネル送信機が、ＦＥＣレート選択信号に応じて入力送信信号を該当ＦＥＣレートを有
するチャネル符号器に選択的に接続する第１選択器と、異なるＦＥＣレートを有し、入力
送信信号を該当するＦＥＣレートで符号化する少なくとも二つのチャネル符号器と、該各
チャネル符号器から出力される符号化データをそれぞれインタリービングするインタリー
バーと、デシメートしたロングコードをＦＥＣレート選択信号に応じて該当する混合器へ
選択的に出力する第２選択器と、該選択器から出力される信号と前記インタリーバーから
出力される信号を混合する混合器と、該混合器から出力されるデータを各キャリアに分配
する分配器と、前記キャリアに対応する数だけ備えられ、前記直交符号情報に対応する直
交符号を生成し、前記分配器から出力される符号化データを前記生成直交符号で拡散する
直交変調器と、前記直交拡散信号をＰＮ拡散し、該当キャリアに前記ＰＮ拡散信号を載せ
て送信する送信機と、を備える に記載のＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信装
置。
【請求項６】
直交符号情報が直交符号の番号及び長さを含む に記載のＣＤＭＡ通信システムの
チャネル通信装置。
【請求項７】
分配器が符号化データを各キャリアに均等に分配する に記載のＣＤＭＡ通信シス
テムのチャネル通信装置。
【請求項８】
ＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法において、
通信中のチャネル環境を分析して該チャネル環境がレート変更条件を満たす場合に、

ＦＥＣレート及び直交符号を する過程と、選択 ＦＥＣレート及び直交符号
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に対する情報を含むメッセージを生成して端末機に伝送する過程と、該メッセージの伝送
後、前記端末機の応答メッセージの受信時に現在使用中のチャネル送信機のＦＥＣレート
及び直交符号を前記選択 ＦＥＣレート及び直交符号に変更する過程と、を含み、
前記 過程は、受信信号から受信電力、電力制御ビット（ＰＣＢ）

、受信信号強度（ＲＳＳＩ）、信号利得及び信号
対雑音比（ＳＮＲ）情報のうち少なくとも一つを検出し、該検出値を上下限のしきい値と
比較してレート変更条件を満たすかを検査する過程と、該検査過程で上限しきい値に対す
る第１のレート変更条件を満たす場合には、

現在のＦＥＣレートより低いＦＥＣレートを選択し、
この選択ＦＥＣレートに対応する長さを持つ直交符号を選択する過程と、前記

検査過程で下限しきい値に対する第２のレート変更条件を満たす場合には、
現在のＦＥＣレートより高いＦＥＣレートを選択

し、 この選択ＦＥＣレートに対応する長さ
を持つ直交符号を選択する過程と、を含むことを特徴とするＣＤＭＡ通信システムのチャ
ネル通信方法。
【請求項９】
第１のレート変更条件は、端末機へ送信する電力が現在サービス中の端末機の平均送信電
力より高く、選択ＦＥＣレートに該当する有効直交符号の存在する条件を満たすことであ
る に記載のＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法。
【請求項１０】
平均送信電力は、基地局の最大送信電力から余裕電力を減算した後、この電力値を現在サ
ービス中の端末機の数で除算することにより得られる に記載のＣＤＭＡ通信シス
テムのチャネル通信方法。
【請求項１１】
直交符号を選択する過程が、ＦＥＣレートに対応する直交符号の長さを選択し、該選択長
さを有する直交符号のうち、未使用の直交符号を選択する過程と、選択直交符号とその選
択直交符号より長い直交符号との相関性を検査して直交性を満たさない直交符号を削除す
る過程と、この削除過程後、残存する直交符号に対する補数直交符号の使用有無を検査す
る過程と、該補数直交符号が使用中であれば前記残存する直交符号を使用可能な直交符号
として割り当てる過程と、前記削除過程後、残存する直交符号に対応する補数直交符号が
いずれも未使用状態であれば、その残存する直交符号と該残存直交符号より短い直交符号
との相関性を検査して直交性を満たさない直交符号を削除する過程と、この削除過程後、
残存する直交符号のうち一つを割り当てる過程と、を含む に記載のＣＤＭＡ通信
システムのチャネル通信方法。
【請求項１２】
第１のレート変更条件は、端末機へ送信する電力が現在サービス中の端末機の平均送信電
力より高く、選択ＦＥＣレートに該当する有効直交符号が存在し、逆方向リンクの受信強
度が基準強度値より低く、該逆方向リンクの信号対雑音比が基準信号対雑音比より低い条
件を満たすことである に記載のＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法。
【請求項１３】
第２のレート変更条件は、該当端末機へ送信する電力が他の端末機へ送信する基準平均送
信電力より低い条件を満たすことである に記載のＣＤＭＡ通信システムのチャネ
ル通信方法。
【請求項１４】
第２のレート変更条件は、該当端末機へ送信する電力が他の端末機に送信する基準平均送
信電力より低く、逆方向リンクの受信強度が基準強度値より高く、該逆方向リンクの信号
対雑音比が基準信号対雑音比より高い条件を満たすことである に記載のＣＤＭＡ
通信システムのチャネル通信方法。
【請求項１５】
ＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法において、
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端末機からレート変更要求メッセージの受信時に該受信メッセージに応じて
ＦＥＣレート及び直交符号を選択し且つ該選択ＦＥＣ

レートに対応する有効直交符号の存在有無を検査する過程と、前記選択ＦＥＣレートと直
交符号に対する情報を含む応答メッセージを生成して該当端末機に伝送する過程と、現在
のチャネル送信機のＦＥＣレート及び直交符号を前記選択ＦＥＣレート及び直交符号に変
更する過程と、を備え、
前記選択過程は、受信信号から受信電力、電力制御ビット（ＰＣＢ）

、受信信号強度（ＲＳＳＩ）、信号利得及び信号対雑音比（Ｓ
ＮＲ）情報のうち少なくとも一つを検出し、該検出値を上下限しきい値と比較してレート
変更条件を満たすかを検査する過程と、該検査過程で上限しきい値に対する第１のレート
変更条件を満たす場合には前記端末機の現在のＦＥＣレートより低いＦＥＣレートを選択
し、この選択ＦＥＣレートに対応する長さを持つ直交符号を選択する過程と、前記検査過
程で下限しきい値に対する第２のレート変更条件を満たす場合には前記端末機の現在のＦ
ＥＣレートより高いＦＥＣレートを選択し、この選択ＦＥＣレートに対応する長さを持つ
直交符号を選択する過程と、を含むことを特徴とするＣＤＭＡ通信システムのチャネル通
信方法。
【請求項１６】
第１のレート変更条件は、端末機へ送信する電力が現在サービス中の端末機の平均送信電
力より高く、選択ＦＥＣレートに該当する有効直交符号の存在する条件を満たすことであ
る に記載のＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法。
【請求項１７】
平均送信電力は、基地局の最大送信電力から余裕電力を減算した後、この電力値を現在サ
ービス中の端末機の数で除算することにより得られる に記載のＣＤＭＡ通信シ
ステムのチャネル通信方法。
【請求項１８】
直交符号を選択する過程が、ＦＥＣレートに対応する直交符号の長さを選択し、この選択
長さを有する直交符号のうち未使用の直交符号を選択する過程と、該選択直交符号とその
選択直交符号より長い直交符号との相関性を検査して直交性を満たさない直交符号を削除
する過程と、該削除過程後、残存する直交符号の補数直交符号の使用有無を検査する過程
と、該補数直交符号が使用中であれば前記残存する直交符号を使用可能な直交符号として
割り当てる過程と、前記削除過程後、残存する直交符号に対応する補数直交符号がいずれ
も未使用状態であれば、該残存する直交符号とその残存直交符号より短い直交符号との相
関性を検査して直交性を満たさない直交符号を削除する過程と、該削除過程後、残存する
直交符号のうち、一つを割り当てる過程と、を含む に記載のＣＤＭＡ通信シス
テムのチャネル通信方法。
【請求項１９】
第１のレート変更条件は、端末機へ送信する電力が現在サービス中の端末機の平均送信電
力より高く、選択ＦＥＣレートに該当する有効直交符号が存在し、逆方向リンクの受信強
度が基準強度値より低く、該逆方向リンクの信号対雑音比が基準信号対雑音比より低い条
件を満たすことである に記載のＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法。
【請求項２０】
第２のレート変更条件は、該当端末機へ送信する電力が他の端末機に送信する基準平均送
信電力より低い条件を満たすことである に記載のＣＤＭＡ通信システムのチャ
ネル通信方法。
【請求項２１】
第２のレート変更条件は、該当端末機に送信する電力が他の端末機に送信する基準平均送
信電力より低く、逆方向リンクの受信強度が基準強度値より高く、該逆方向リンクの信号
対雑音比が基準信号対雑音比より高い条件を満たすことである に記載のＣＤＭ
Ａ通信システムのチャネル通信方法。
【請求項２２】
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ＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法において、
通信中のチャネル環境を分析してレート変更条件を満たすかを検査し、該レート変更条件
を満たす場合にはレート変更要求メッセージを基地局に伝送する過程と、該メッセージの
伝送後、基地局の応答メッセージの受信時に現在使用中のチャネル受信機のＦＥＣレート
及び直交符号を該応答メッセージに含まれる情報に該当する復合化率及び逆拡散直交符号
に変更する過程と、を備え、
前記レート変更条件を検査する過程が、基地局と通信中のチャネル環境を検査する過程と
、該検査過程で第１のレート変更条件を満たす場合には

現在のＦＥＣレートより低いＦＥＣレートを選択する過程と、前記検査過
程で第２のレート変更条件を満たす場合には

現在のＦＥＣレートより高いＦＥＣレートを選択する過程と、を含むことを特徴とす
るＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法。
【請求項２３】
第１のレート変更条件は、平均逆方向リンクの送信電力が上限しきい値送信電力より高く
、平均順方向リンクの受信強度が下限しきい値受信強度より低く、平均順方向リンクの信
号対雑音比が下限しきい値信号対雑音比より低い条件のうち少なくとも一つの条件を満た
すことである に記載のＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法。
【請求項２４】
第２のレート変更条件は、平均逆方向リンクの送信電力が下限しきい値送信電力より低く
、平均順方向リンクの受信強度が上限しきい値受信強度より高く、平均順方向リンクの信
号対雑音比が上限しきい値信号対雑音比より高い条件のうち少なくとも一つの条件を満た
すことである に記載のＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法。
【請求項２５】
ＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法において、
基地局からレート変更要求メッセージを受信した時に該要求メッセージに含まれる情報に
応じてＦＥＣレート及び直交符号を選択し、前記基地局に応答メッセージを伝送する過程
と、現在使用中のチャネル送信機の復合化率及び逆拡散直交符号を前記選択ＦＥＣレート
及び直交符号に変更する過程と、を含み、
前記ＦＥＣレート及び直交符号を選択する過程が、通信中のチャネル環境を分析してレー
ト変更条件を満たすかを検査する過程と、該検査過程で第１のレート変更条件を満たす場
合には現在のＦＥＣレートより低いＦＥＣレートを選択し且つ該選択ＦＥＣレートに対応
する長さを持つ直交符号を選択する過程と、前記検査過程で第２のレート変更条件を満た
す場合には現在のＦＥＣレートより高いＦＥＣレートを選択し且つ該選択ＦＥＣレートに
対応する長さを持つ直交符号を選択する過程と、を含むことを特徴とするＣＤＭＡ通信シ
ステムのチャネル通信方法。
【請求項２６】
ＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法において、
基地局からレート変更要求メッセージを受信した時に現在の復合化率及び逆拡散直交符号
を該要求メッセージに含まれる情報に応じて異なるＦＥＣレート及び直交符号に変更でき
るかどうかを判断する過程と、該判断過程で変更可能と判断した場合には応答メッセージ
を生成して前記基地局に伝送し、現在の復合化率及び直交符号を前記要求メッセージに含
まれる情報に応じた復合化率及び逆拡散直交符号に変更する過程と、前記判断過程で変更
不可能と判断した場合には、レート変更不可能を示すメッセージを生成して前記基地局に
伝送する過程と、を含み
前記異なるＦＥＣレート及び直交符号に変更できるかどうかを判断する過程は、通信中の
チャネル環境を分析してレート変更条件を満たすかを検査する過程と、該検査過程で第１
のレート変更条件を満たす場合には現在のＦＥＣレートより低いＦＥＣレートを選択し且
つ該選択ＦＥＣレートに対応する長さを持つ直交符号を選択する過程と、前記検査過程で
第２のレート変更条件を満たす場合には現在のＦＥＣレートより高いＦＥＣレートを選択
し且つ該選択ＦＥＣレートに対応する長さを持つ直交符号を選択する過程と、を含むこと
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を特徴とするＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法。
【請求項２７】
ＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法において、
通信環境に応じて直交符号を選択する過程が、 ＦＥＣレ
ートに対応する直交符号の長さを選択し、該選択長さを有する直交符号のうち未使用の直
交符号を選択する過程と、該選択直交符号とその選択直交符号より長い直交符号及び短い
直交符号との相関性をそれぞれ検査して直交性を満たさない直交符号を前記選択直交符号
から削除する過程と、該削除過程後、残存する直交符号のうち、一つを割り当てる過程と
、を含むことを特徴とするＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法。
【請求項２８】
ＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法において、
通信環境に応じて直交符号を選択する過程が、 ＦＥＣレ
ートに対応する直交符号の長さを選択し、該選択長さを有する直交符号のうち、未使用の
直交符号を選択する過程と、該選択直交符号とその選択直交符号より長い直交符号との相
関性を検査して直交性を満たさない直交符号を削除する過程と、該削除過程後、残存する
直交符号に対する補数直交符号の使用有無を検査する過程と、該検査過程で前記補数直交
符号が使用中であれば前記残存する直交符号を使用可能な直交符号として割り当てる過程
と、を含むことを特徴とするＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法。
【請求項２９】
補数直交符号が（ｉ＋（Ｎ／２）） mod Ｎ（ここで、ｉは直交符号の番号、Ｎは直交符号
の長さ）により決定される に記載のＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信方法
。
【請求項３０】
削除過程後、残存する直交符号に対応する補数直交符号がいずれも未使用状態であれば、
該残存する直交符号とその残存直交符号より短い直交符号との相関性を検査して直交性を
満たさない直交符号を削除する過程と、該削除過程後、残存する直交符号のうち一つを割
り当てる過程と、をさらに含む に記載のＣＤＭＡ通信システムのチャネル通信
方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
発明の背景
１．発明の属する技術分野
本発明は通信システムに係り、特に、ＣＤＭＡ通信システムでチャネル環境に応じてチャ
ネルデータのレートを適応的に制御する装置及び方法に関する。
【０００２】
【従来技術】
２．従来の技術
現在、ＣＤＭＡ（ Code Division Multiple Access：符号分割多重接続）方式の通信シス
テムはＩＳ－９５規格に準じて実現されている。通信技術の発達と需要の増大により通信
加入者の数は増えつつあり、これによる加入者のサービス要求を満たすための各種の方式
が提案されている。
【０００３】
図１はＣＤＭＡ通信システムの順方向トラフィックチャネル（基本チャネル及び付加チャ
ネル）送信装置の構成を示している。
【０００４】
図１を参照すれば、符号器（ ENCODER）１０は入力データを符号化及び穿孔してシンボル
データを出力する。符号器１０としては畳み込み符号器（ convolutional encoder）又は
ターボ符号器が用いられる。シンボル繰り返し器（ SYMBOL REPETITION）２０は異なるビ
ットレートを有する入力データに対して各符号化シンボルデータを繰り返して単一共通シ
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ンボルレートを出力する。インタリーバー（ INTERLEAVER）３０はシンボル繰り返し器２
０の出力をインタリービングする。ここで、インタリーバー３０にはブロックインタリー
バーが用いられる。
【０００５】
ロングコード発生器（ LONG CODE GEN）９１は各加入者に固有に割り当てられる加入者識
別のためのロングコードを発生する。デシメーター（ DECIMATOR）９２はロングコードの
レートがインタリーバー３０から出力されるシンボルのレートと一致するようにロングコ
ードをデシメートする。混合器４０はインタリーバー３０から出力される符号化シンボル
とデシメーター９２から出力されるロングコードを混合する。
【０００６】
信号変換器（ SIGNAL MAPPING）５０は混合器４０から出力される２進データを４レベルの
データに変換して出力する。この信号変換器５０はデータ“０”を“＋１”に、データ“
１”を“－１”に変換する機能をもつ。直交変調器（ ORHTO MOD）６０は信号変換器５０
から出力されるデータを直交符号に直交変調する。ここで、直交符号には Walsh符号を使
用することができる。この場合、 Walsh符号の長さには６４、１２８及び２５６ビットが
用いられる。拡散器（ SPREADER）７０は直交変調器６０から出力される直交変調信号を拡
散シーケンスと混合して拡散する。ここで、拡散シーケンスにはＰＮ（ pseudo-random no
ise sequence）シーケンスが用いられる。このため、拡散器７０にはＱＰＳＫ（ quadratu
re phase shift keying）拡散器が用いられる。利得調整器８０は拡散器７０から入力さ
れる拡散信号の利得を利得制御信号Ｇｃに応じて調整する。
【０００７】
上述した順方向トラフィックチャネル送信装置の動作は、符号器１０が畳み込み符号器の
場合、ＩＳ－９５方式では符号化率が１／３であり、拘束長は９（ｋ＝９）である。この
ため、一つの入力データビットは符号器１０（１／３レートの畳み込み符号化又は１／３
レートのＦＥＣ（ forward error correction）を行う）で三つの符号化ビット（三つのシ
ンボル）に符号化される。ここでＦＥＣは、端末機（順方向リンクの場合）および基地局
（逆方向リンク）で増加するＢＥＲ（ Bit Error Rate）を補償するためにチャネルに符号
化利得を提供する。そのＢＥＲは、信号経路損失、雑音及び干渉の増加によるチャネルの
ＳＮＲ（ Signal-to－ Noise Ratio：信号対雑音比）減少で生じる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、ＣＤＭＡ通信システムは、端末機が基地局のサービス範囲の外縁部または
、通信環境条件の悪い状態に位置すると、良質の通信サービスを提供することができない
。この場合、劣化通信条件でも円滑に通信サービスするためには符号化率を変更すること
が好ましい。すなわち、基地局と端末機の通信距離が遠くなるか、又は通信環境の悪い状
況によりチャネルのＳＮＲが低くなる場合、現在の１／３の符号化率より低い、例えば１
／６の符号化率（又はＦＥＣレート）を使用することが好ましい。
【０００９】
特に、基地局と端末機の通信距離が遠くなる場合、受信装置はリンクチャネルで発生する
経路損失や雑音、干渉による影響を多く受け、これにより送信装置が出力電力を増加させ
たり、他の形態の補償を行わない限り、チャネルのＳＮＲが減少する。このため、図１に
示した固定チャネル構造のトラフィックチャネル送信装置でＳＮＲの減少によりＢＥＲが
増加すると、基地局はＢＥＲの増加に対して補償をするために順方向リンクのトラフィッ
ク電力を増加させなければならない。したがって、使用中のＦＥＣより低い符号化率でＦ
ＥＣを行うことが好ましい。１／３符号化率のチャネル利得は１／６符号化率の場合に比
べて約０．２～１ｄＢ程度低いチャネル利得を提供する。例えば、遠距離又は劣化チャネ
ル環境下の端末機に対して、１／３符号化率を用いる端末機の順方向受信電力は１／６符
号化率を用いる場合より約１ｄＢ程度低い。その結果、基地局は順方向リンクの送信電力
を増加する必要があることから伝送電力の浪費及び通信性能の低下をもたらす。
【００１０】
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また、図１に示した固定チャネル構造のチャネル送信装置とは異なる、ＴＩＡ－ＥＩＡ  
ＴＲ４５．５会議で提案された第３世代（３Ｇ）マルチキャリアシステムのチャネル送／
受信装置は、各チャネルのデータをマルチキャリアに分配して送信、受信する構造を含む
ものである。例えば、三つのマルチキャリアを使用し、１／３レートの符号器を使用する
場合には、マルチキャリアを使用する構造は各入力データビットを１／３レート符号器を
用いて三つの符号化ビット（シンボル）に符号化し、繰り返し及びインタリービング過程
後、三つのキャリアを用いて符号化ビットを伝送する。これは本発明の出願人による韓国
特許出願第９７－６１６１６号にその構造が開示されている。ここで、各キャリアは１．
２２８８Ｍｈｚ（以下、１．２５Ｍｈｚと称する）の帯域幅をもち、これはＩＳ－９５の
チャネル帯域幅と同一となる。このため、三つのキャリアは３．６８６４Ｍｈｚの帯域幅
を有し、ＩＳ－９５の三つのチャネル帯域幅と同一となる。
【００１１】
３Ｇマルチキャリアシステムの順方向リンクはＩＳ－９５の順方向チャネルとともに同一
の周波数帯域を共有するオーバーレイ（ overlay）方式を採用することができる。この場
合、ＩＳ－９５方式のシステムから干渉を受けることがある。また、上述したように端末
機と基地局との距離が遠くなるか、劣化の通信環境によりチャネルのＳＮＲが減少する場
合には現在使用中の１／３符号化率より低い符号化率を使用することが好ましい。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
発明の概要
本発明は、ＣＤＭＡ通信システムでチャネル環境に応じてチャネルデータの符号化率を適
応的に制御する装置及び方法を提供する。
【００１３】
また、本発明は、ＣＤＭＡ通信システムで多数の符号化率及び直交符号を備え、現在のチ
ャネル状態を判断してその判断結果に応じて適応的に符号化率及び直交符号を選択するト
ラフィックチャネル送信装置及びその方法を提供する。
【００１４】
さらにまた、本発明は、ＣＤＭＡ通信システムで多数の符号化率及び直交符号を備え、送
信装置から伝送された制御情報に応じて符号化率及び直交符号を選択するトラフィックチ
ャネル送信装置及びその方法を提供する。
【００１５】
加えて、本発明は、ＣＤＭＡ通信システムで多数の符号化率及び直交符号を備え、符号化
率と直交符号を選択し、割り当て後に残存する直交符号の総有効数が最大に維持するよう
に新たな直交符号を割り当てるトラフィックチャネル送信装置を提供する。
【００１６】
また加えて、本発明は、マルチキャリアを用いるＣＤＭＡ通信システムで多数の符号化率
及び直交符号を備え、現在のチャネル状態を判断してその判断結果に応じて適応的に符号
化率及び直交符号を選択するトラフィックチャネル送信装置及びその方法を提供する。
【００１７】
そしてさらに、本発明は、マルチキャリアを用いるＣＤＭＡ通信システムで多数の符号化
率及び直交符号を備え、送信装置から伝送された制御情報に応じて符号化率及び直交符号
を選択するトラフィックチャネル送信装置及びその方法を提供する。
【００１８】
【図面の簡単な説明】
図１は従来のＣＤＭＡ通信システムにおけるチャネル送信装置の構成図。
図２はチャネル環境に応じてチャネルデータレートを変更する本発明に係る判別器の構成
図。
図３は異なるレートを有する複数の符号器を含む単一キャリアの順方向トラフィックチャ
ネル送信装置の構成図。
図４は異なるレートを有する複数の復号器を含む逆方向トラフィックチャネル受信装置の
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構成図。
図５は呼のセットアップ時にページングチャネルとアクセスチャネルを用いて端末機が基
地局の命令に応答して符号器を選択する本発明の方法を示すフローチャート。
図６は呼の進行中に端末機が基地局の命令に応答してレートを変更する本発明の方法を示
すフローチャート。
図７Ａは端末機からレート変更要求メッセージを受信した時に基地局がデータチャネルレ
ートを変更する本発明の方法を示すフローチャート。
図７Ｂは基地局が端末機からレート変更要求メッセージを受信しなかったときに基地局が
データチャネルレートを変更する本発明の方法を示すフローチャート。
図８は端末機が基地局からレート変更要求メッセージを受信した時にレートを変更し、チ
ャネル環境を分析してその分析結果に応じて基地局にレート変更要求メッセージを伝送す
る本発明の過程を示すフローチャート。
図９は基地局がデータチャネルレートを変更する時に直交符号を変更する本発明の過程を
示すフローチャート。
図１０は異なるレートを有する複数の符号器を備え、チャネル環境に応じて符号器を適応
的に選択する本発明に係るマルチキャリアの順方向トラフィックチャネル送信装置の構成
図。
【００１９】
【発明の実施の形態】
実施形態に対する詳細な説明
本実施形態におけるトラフィックチャネル送／受信装置は、ＣＤＭＡのリンクチャネル上
で基地局と端末機の経路損失や干渉が増加すると、符号化率を低くすることで符号化利得
を増加させてチャネルの性能を向上させる。例えば、従来の１／３符号化率を使用する場
合より１／６符号化率を使用する場合は信号経路損失、雑音及び干渉などの増加に対する
性能を改善することができる。つまり、相対的に劣化チャネル環境では１／３符号化率よ
りも低い１／６符号化率を使用することが好ましい。
【００２０】
本例では二つの異なる符号化率のチャネル符号化を用いて受信端における受信性能を向上
させる方法を実現し、かつ、３ＧマルチキャリアＣＤＭＡシステムに適応する動作を説明
する。
【００２１】
ＣＤＭＡ通信システムでは、低い符号化率を有する符号器を使用することにより高いチャ
ネル利得が提供され、通信性能を向上させうる。そこで、特定の固定符号化率を有するシ
ステムでは低い符号化率を適応的に選択して通信性能を改善する。本実施形態において、
チャネル送信装置は多数の符号化率を有するチャネル符号器と、直交符号を発生させる直
交変調器とを備える。チャネル送信装置はチャネル環境に応じて符号化率及び直交変調を
適応的に制御する。さらに、チャネル受信装置はチャネル送信装置から出力させる制御情
報に応じて符号化率及び直交符号を検査した後、制御情報に応じて受信される信号を直交
復調及びチャネル複合化を行う。
【００２２】
本例では二つの符号化率（１／３及び１／６）について説明するが、他の符号化率を使用
することも可能である。また、説明の便宜上、主として順方向リンクトラフィックチャネ
ルを説明するが、この場合、送信装置は基地局となり、受信装置は端末機となる。
【００２３】
図２は、チャネルの環境を分析して符号化率を選択する判別装置の構成を示したブロック
図である。
【００２４】
、受信装置（ RECEIVER）２１１は相対局（基地局（ BS）又は端末機（ MS））から伝送され
る信号を受信して処理する。この場合、受信装置２１１は受信信号から電力制御ビット（
power control bit:ＰＣＢ）を抽出し、受信信号強度（ received signal strength indic
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ator：ＲＳＳＩ）を検出してＰＣＢ、ＲＳＳＩ及びＩＮＦＯデータを判別器（ DECISION B
LOCK）２１３へ出力する。
【００２５】
判別器２１３は受信装置２１１から出力されるＩＮＦＯメッセージ、ＰＣＢ及びＲＳＳＩ
を分析して、符号化率の変更要求があったときに、符号化率選択のための制御信号 Csel、
選択符号化率に対応する直交符号を選択するための直交符号番号 Wno及び直交符号長 Wleng
thを発生する。また、判別器２１３は信号利得、

及びＲＳＳ
Ｉのエネルギーなどを各しきい値（ threshold value）と比較してチャネルの環境を判断
する。すなわち、判別器２１３では、次式のように入力パラメーターが各設定しきい値よ
り低い場合、低ＦＥＣレートを選択するための信号 Csel、 Wno及び Wlengthを発生する。
【００２６】
信号利得＜ S＿ low＿ Th＜ P＿ high＿ Th,（ average E[RSSI]）＜ R＿ low＿ Th
【００２７】
ここで、Ｓ＿ｌｏｗ＿Ｔｈは一定期間のＰＣＢ累積値を示し、Ｔｈはしきい値を示し、Ｓ
＿ｌｏｗ＿Ｐ＿Ｈｉｇｈ、Ｒ＿ｌｏｗはそれぞれ信号、ＰＣＢ及びＲＳＳＩのしきい値を
示す。
【００２８】
また、判別器２１３は、次式のように入力パラメーターが各設定しきい値より高い場合、
高ＦＥＣレートを選択するための信号 Csel、 Wno及び Wlengthを発生する。
【００２９】
信号利得＞ S＿ High＿ Th＞ P＿ low＿ Th,E[RSSI]＞ R＿ High＿ Th
【００３０】
ここで、Ｓ＿Ｈｉｇｈ＿Ｔｈは一定期間のＰＣＢ累積値を示す。
【００３１】
この条件下で判別器２１３はパラメーターの全部又は一部を用いて符号化率を変更するこ
とができる。
【００３２】
送信装置（ TRANSMITTER）２１５は判別器２１３から出力されるレート変更要求メッセー
ジを含むメッセージＭＳＧを受信局に送信する。図２に示した装置はメッセージＭＳＧを
伝送するためのＢＳ（基地局）又はＭＳ（端末機）に備えることができる。
【００３３】
図３は、１／３レートの符号器及び１／６レートの符号器を含む順方向トラフィックチャ
ネル送信装置の構成を示したブロック図である。
【００３４】
選択器（ SEECTOR）３０１は第１出力端が第１符号器（ 1ST ENCODER）３１１に接続され、
第２出力端が第２符号器（ 2ND ENCODER）３１２に接続される。選択器３０１は送信する
データを入力し、判別器２１３から出力される選択信号 Cselに応じて入力データを第１符
号器３１１又は第２符号器３１２へ出力する。
【００３５】
第１符号器３１１は選択器３０１から入力されるデータの受信時にその入力データを第１
符号化率（１／３）で符号化する。すなわち、第１符号器３１１は一つの入力データビッ
トを三つのシンボルに符号化する。第１符号器３１１には畳み込み符号器又はターボ符号
器を使用することができる。第１シンボル繰り返し器（ 1ST SYMBOL REPETITION）３２１
は第１符号化率で符号化したデータを入力し、異なるビットレートを有するデータのシン
ボルレートが同一になるように第１符号器３１１から出力されるシンボルを繰り返す。第
１インタリーバー（ INTERLEAVER）３３１は第１シンボル繰り返し器３２１から出力され
る第１符号化データをインタリービングする。ここで、第１インタリーバー３３１にはブ
ロックインタリーバーを使用することができる。
【００３６】
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“電力増加要求回数－電力減少要求回数
”（すなわち、“ＰＣＢの電力増加要求回数－ＰＣＢの電力減少要求回数）、



第２符号器３１２は選択器３０１から入力されるデータの受信時にその入力データを第２
符号化率（１／６）で符号化及び穿孔する。すなわち、第２符号器３１２は一つの入力デ
ータビットを六つのシンボルに符号化する。第２符号器３１２には畳み込み符号器又はタ
ーボ符号器を使用することができる。第２シンボル繰り返し器（ 2ND SYMBOL REPETITION
）３２２は第２符号化率で符号化したデータを入力し、異なるビットレートを有するデー
タのシンボルレートが同一になるように第２符号器３１２から出力されるシンボルを繰り
返す。第２インタリーバー（ 2ND INTERLEAVER）３３２は第２シンボル繰り返し器３２２
から出力される第２符号化データをインタリービングする。ここで、第２インタリーバー
３３２にはブロックインタリーバーを使用することができる。
【００３７】
ロングコード発生器（ LONG CODE GEN）３９１は各加入者に固有に割り当てられる加入者
識別のためのロングコードを発生する。デシメーター（ DECIMATOR）３９２はロングコー
ドレートがインタリーバー３３１及び３３２から出力されるシンボルレートと一致するよ
うにロングコードをデシメートする。選択器（ SELECTOR）３９３はデシメーター３９２か
ら出力されるデシメートしたロングコードを、選択信号 Cselに応じ選択した混合器３４１
又は３４２のいずれかに出力する。この選択器３９３は１／３符号化率の選択時にデシメ
ートしたロングコードを第１混合器３４１にスイッチング出力し、１／６符号化率の選択
時には第２混合器３４２にスイッチング出力する。第１混合器３４１は第１インタリーバ
ー３３１から出力される第１符号化データと選択器３９３から出力されるロングコードを
混合する。第２混合器３４２は第２インタリーバー３３２から出力される第２符号化デー
タと選択器３９３から出力されるロングコードを混合する。
【００３８】
第１信号変換器（ 1ST SIGNAL MAPPING）３５１は第１混合器３４１から出力される２進デ
ータのレベルを変換して出力する。この第１信号変換器３５１はデータ“０”を“＋１”
に、データ“１”を“－１”に変換する。第１直交変調器（ 1ST ORTHOMOD）３６１は第１
直交符号発生器（図示せず）を備え、第１直交符号発生器は判別器２１３から出力される
直交符号番号 Wno及び長さ Wlengthに応じて第１符号化データを直交変調するための第１直
交符号を生成する。第１直交変調器３６１は直交符号番号 Wno及び長さ Wlengthによる第１
直交符号を第１信号変換器３５１から出力されるデータと乗算して第１直交変調信号を発
生する。本例では、直交符号には Walsh符号を使用し、第１符号化率（１／３）の符号化
データに対してはコード長２５６の Walsh符号を使用するものとする。
【００３９】
第２信号変換器（ 2ND SIGNAL MAPPING）３５２は第２混合器３４２から出力される２進デ
ータのレベルを変換して出力する。この第２信号変換器３５２はデータ“０”を“＋１”
に、データ“１”を“－１”に変換する。第２直交変調器（ 2ND ORTHOMOD）３６２は第２
直交符号発生器（図示せず）を備え、第２直交符号発生器は判別器２１３から出力される
直交符号番号 Wno及び長さ Wlengthに応じて第２符号化データを直交変調するための第２直
交符号を生成する。第２直交変調器３６２は直交符号番号 Wno及び長さ Wlengthによる第２
直交符号を第２信号変換器３５２から出力されるデータと乗算して第２直交変調信号を発
生する。本例では、直交符号には Walsh符号を使用し、第２符号化率（１／６）の符号化
データに対してはコード長１２８の Walsh符号を使用するものとする。
【００４０】
拡散器３７０は第１及び第２直交変調器３６１，３６２から出力される第１及び第２直交
変調信号を受信される拡散シーケンスと混合して送信信号を拡散する。ここで、拡散シー
ケンスにはＰＮシーケンスを使用することができ、拡散器３７０にはＱＰＳＫ拡散器を使
用可能である。利得調整器３８０は拡散器３７０から入力される拡散信号の利得を利得制
御信号Ｇｃに応じて調整する。
【００４１】
図２及び図３を参照してトラフィックチャネル送信装置の動作を説明する。
【００４２】
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判別器２１３は受信装置２１１から出力されるパラメーターＰＣＢ、ＲＳＳＩ及びＩＮＦ
Ｏを分析してチャネルデータレートの変更有無を判断する。この場合、パラメーターは受
信信号強度（ＲＳＳＩ）、一定期間のＰＣＢ累積値、１．２５ｍｓ（ milliseconds）の数
個の整数倍数、メッセージインジケータ及び通信中の相手からの符号化率の変更要求メッ
セージを示すＩＮＦＯを含むことができる。先ず、送信装置２１５は通信中の受信信号の
信号強度（ＲＳＳＩ）が設定しきい値より低いかを検査する。この場合、受信信号のＲＳ
ＳＩが設定値より低い場合は現在の通信感度が良好でないと判断し、判別器２１３は現在
の符号化率を低めるための信号 Csel、 Wno及び Wlengthを発生する。
【００４３】
また、端末機は基地局から送信される信号を検査して基地局の送信電力を調節するための
電力制御ビットＰＣＢを逆方向リンク又は順方向リンクを通じて出力する。基地局は端末
機の電力制御ビットＰＣＢを検査して電力増大要求ＰＣＢの数及び電力減少要求ＰＣＢの
数を計算する。電力増大要求ＰＣＢの数が所定の時間に設定値を超過する場合には判別器
２１３は現在の符号化率を高めるための制御信号を発生し、電力減少要求ＰＣＢの数が所
定の時間に設定値を超過する場合には判別器２１３は現在の符号化率を低めるための制御
信号を発生することができる。
【００４４】
さらに、レートを変更するための要求は端末機でも行われる。この場合、端末機はＩＮＦ
Ｏメッセージを用いて要求することができ、判別器２１３は受信装置２１１を通じて要求
メッセージＩＮＦＯを受信する。
【００４５】
判別器２１３は上述したパラメーター以外のパラメーターを使用することができ、本例で
は上記三つのパラメーターを使用している。あるいは、判別器２１３の設計に応じて、パ
ラメーターの入力時に各パラメーターに対して符号化率を変更するか、パラメーターの全
てが受信される場合のみに符号化率を変更することができる。通信環境の悪い場合には判
別器２１３は低符号化率を選択してチャネル環境を改善することができる。一方、通信環
境が改善した場合には符号化率を高符号化率に変更してもとの符号化率を回復する。
【００４６】
上述したように符号化率を変更するために判別器２１３は符号化率の変更時に新たなチャ
ネルを割り当てるために新たな直交符号番号 Wno及び長さ Wlengthを発生する。これは符号
化率の変更時に直交符号も変更する必要があるからである。このため、判別器２１３は該
当する符号化率の符号器を選択するための符号器選択信号 Cselと選択符号化率に応じて新
たな直交符号を発生するための直交符号番号 Wno及び長さ Wlengthを発生する。低符号化率
の符号器を選択する場合、直交符号の長さはより短くなり、高符号化率の符号器を選択す
る場合には直交符号の長さはより長くなる。
【００４７】
図３は順方向リンクにおけるチャネル環境の変化に応じて１／３のＦＥＣレートを用いる
第１符号器３１１又は１／６のＦＥＣレートを用いる第２符号器３１２に切り替える場合
のトラフィックチャネル送信装置の構造を示している。符号器３１１又は３１２に入力さ
れるデータは選択器３０１によりその経路が決定される。これにより、送信データは選択
データ経路に応じて異なるＦＥＣレートを経由する。すなわち、選択器３０１は判別器２
１３から出力される選択信号 Cselに基づいて通信環境の良い場合には入力データを第１符
号器３１１にスイッチング出力し、通信環境の悪い場合には入力データを第２符号器３１
２にスイッチング出力する。
【００４８】
かつ、ＦＥＣレートの変更に応じて直交符号も変更する必要があるため、ＦＥＣレートの
変更に応じて直交変調器３６１及び３６２の内いずれか一方を選択しなければならない。
すなわち、第１符号器３１１を選択して１／３のＦＥＣレートを使用する場合、第１直交
復調器３６１の直交符号発生器は直交符号番号 Wno及び長さ Wlengthに応じて長さ２５６の
直交符号を発生する。このため、直交変調器３６１は１／３のＦＥＣレートで符号化した
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信号と直交符号を乗算して第１直交変調信号を発生し、拡散器３７０は第１直交変調信号
をＰＮシーケンス（ＰＮＩ，ＰＮＱ）を用いて拡散する。
【００４９】
一方、第２符号器を選択して１／６のＦＥＣレートを使用する場合、第２直交変調器３６
２の直交符号発生器は直交符号番号 Wno及び長さ Wlengthに応じて長さ１２８の直交符号を
発生する。したがって、直交変調器３６２は１／６のＦＥＣレートで符号化した信号と直
交符号を乗算して第２直交変調信号を発生し、拡散器３７０は第２直交変調信号をＰＮシ
ーケンス（ＰＮＩ，ＰＮＱ）を用いて拡散する。
【００５０】
上述したようにＰＮシーケンスを用いて直交変調した信号を拡散する拡散器３７０の構成
を変更する必要はない。したがって、１／６のＦＥＣレート構造は符号器、インタリーバ
ーを除いては１／３のＦＥＣレート構造と同一であり、１／６のＦＥＣレートの場合、最
終端のビットレートはフレーム当たり、５７６ビットから１１５２ビットに増え、インタ
リーバーのサイズは二倍となる。
【００５１】
図４は受信装置の構成を示している。受信装置は図２に示したような構造の判別器２１３
により制御される。先ず、逆拡散器（ DESPREADER）４１０は受信信号を拡散（ＰＮ）シー
ケンスと混合して逆拡散する。選択器（ SELECTOR）４２０は第１出力端が第１直交復調器
（ 1ST ORTHODEMOD）４３１に接続され、第２出力端が第２直交復調器（ 2ND ORTHODEMOD）
４３２に接続される。選択器４２０は逆拡散器４１０から出力される逆拡散信号を判別器
２１３から出力される選択信号 Cselに応じて第１直交復調器４３１又は第２直交復調器４
３２にスイッチング出力する。
【００５２】
第１直交復調器４３１は第１直交符号発生器を備え、この第１直交符号発生器は判別器２
１３から出力される直交符号番号 Wno及び長さ Wlengthに応じて第１直交符号を生成する。
また、第１直交復調器４３１は選択器４２０と接続され、直交符号番号 Wno及び長さ Wleng
thに応じて第１直交符号を生成した後、逆拡散データと第１直交符号を乗算することで第
１直交変調信号を発生する。本例では、直交符号には Walsh符号を使用し、１／３符号化
率の符号化データに対してはコード長２５６の Walsh符号を使用している。第１逆信号変
換器（ 1ST SIGNAL DEMAPING）４４１は第１直交変調器４３１から出力される４レベル信
号を変換して２進データとして出力する。第１逆信号変換器４１１はデータ“＋１”を“
０”に、データ“－１”を“１”に変換する。
【００５３】
第２直交復調器４３２は第２直交符号発生器を備え、この第２直交符号発生器は判別器２
１３から出力される直交符号番号 Wno及び長さ Wlengthに応じて第２直交符号を生成する。
また、第２直交復調器４３２は選択器４２０と接続され、直交符号番号 Wno及び長さ Wleng
thに応じて第２直交符号を生成した後、逆拡散データと第２直交符号を乗算することで第
２直交変調信号を発生する。本例では、直交符号には Walsh符号を使用し、１／６符号化
率の符号化データに対してはコード長１２８の Walsh符号を使用している。第２逆信号変
換器（ 2ND SIGNAL DEMAPPING）４４２は第２直交復調器４３２から出力される４レベル信
号を変換して２進データとして出力する。第２逆信号変換器４４２はデータ“＋１”を“
０”に、データ“－１”を“１”に変換する。
【００５４】
ロングコード発生器（ LONG CODE GEN）４９１は送信装置で発生するものと同一のロング
コードを発生する。ここで、ロングコードは加入者の識別コードであって、加入者ごとに
異なるロングコードが割り当てられる。デシメーター（ DECIMATOR）４９２はロングコー
ドレートが逆信号変換器４４１及び４４２から出力される信号のレートと一致するように
ロングコードをデシメートする。選択器（ SELECTOR）４９３はデシメーター４９２から出
力されるデシメートしたロングコードを選択信号 Cselに応じて混合器４５１又は４５２に
スイッチング出力する。選択器４９３は１／３符号化率の選択時にデシメートしたロング
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コードを第１混合器４５１にスイッチング出力し、１／６符号化率の選択時には第２混合
器４５２にスイッチング出力する。第１混合器４５１は逆信号変換器４４１の出力とロン
グコードを混合して受信信号に含まれているロングコードを取り除く。第２混合器４５２
は逆信号変換器４４２の出力とロングコードを混合して受信信号に含まれているロングコ
ードを取り除く。
【００５５】
第１ディインタリーバー（ 1ST DEINTERLEAVER）４６１は第１混合器４５１から出力され
る受信信号をディインタリービングしてこのインタリービングした第１符号化データをも
との状態に回復させる。第１シンボル抽出器（ 1ST SYMBOL EXTRACTION）４７１は第１デ
ィインタリーバー４６１の出力からシンボル繰り返し符号化データを取り除いてもとの符
号化データを抽出する。第１復号器（ 1ST DECODER）４８１は第１シンボル抽出器４７１
から出力される符号化データをもとのデータに復号化する。ここで、第１復号器４８１は
１／３の復号化率を有する。
【００５６】
第２ディインタリーバー（ 2ND DEINTERLEAVER）４６２は第２混合器４５２から出力され
る受信信号をディインタリービングしてインタリービングした第２符号化データをもとの
状態に回復させる。第２シンボル抽出器（ 2ND SYMBOL EXTRACTION）４７２は第２ディイ
ンタリーバー４６２の出力からシンボル繰り返し符号化データを取り除いてもとの符号化
データを抽出する。第２復号器（ 2ND DECODER）４８２は第２シンボル抽出器４７２から
出力される符号化データをもとのデータに復号化する。ここで、第２復号器４８２は１／
６の復号化率を有する。
【００５７】
図４に示したようにＣＤＭＡ通信システムの受信装置は図３に示した構造の逆構造を採用
する。
【００５８】
上述したように、本発明の実施形態では通信環境の悪い条件でＳＮＲの減少又はＢＥＲの
増加に対して１／３のＦＥＣレートを使用する場合に比べて高通信性能を提供するよう、
基地局と端末機の通信に１／６のＦＥＣレートを使用する方法を開示する。この場合、一
つの基地局は１／３のＦＥＣレートと１／６のＦＥＣレートを使用する。ここで、１／３
のＦＥＣレートのみを使用する場合は２５６個の長さ２５６の直交符号を使用し、１／６
のＦＥＣのみを使用する場合には１２８個の長さ１２８の直交符号を使用することができ
る。しかしながら、二つの直交符号セットを使用する場合、長さ１２８の一つの直交符号
を使用すると、長さ２５６の直交符号の二つ分の直交符号の使用が不可能になる。また、
一つの長さ２５６の直交符号を使用すると、長さ１２８の直交符号の一つ分の使用が不可
能になる。これは二つの直交符号セットの間に相関する直交符号が存在するからである。
【００５９】
全ての使用者が１／３レートのＦＥＣを有する場合、使用者の最大数は２５６となり得る
が、全ての使用者が１／６レートのＦＥＣを有すると使用者の最大数は１２８となる。こ
れにより、システム容量（使用者の数）が減少するので、１／６のＦＥＣレートの使用に
は限界がある。使用制限の一例としては、１／６レート符号器の使用を信号経路損失、信
号伝送電力又はＢＥＲの大きい順方向リンクに制限することにより、１／６のＦＥＣレー
トを用いて順方向チャネルの数を制限することができる。かつ、一つの長さ１２８の直交
符号を使用すると、二つの長さ２５６の直交符号の使用が不可能になるので、端末機に十
分な直交符号の割り当てが可能である限り、１／６レート符号器を使用するリンクチャネ
ルの数を制限する。このような方法を用いる場合、基地局は１／３レート符号器及び１／
６レート符号器の切り替え使用が可能になるように設計されるべきである。基地局は所定
の条件に該当する端末機に１／３のＦＥＣレートを１／６のＦＥＣレートに変更するよう
に命令し、他の条件に該当する端末機には１／６のＦＥＣレートを１／３のＦＥＣレート
に変更するように命令することができる。
【００６０】
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場合によっては、１／３のＦＥＣレート又は１／６のＦＥＣレートをチャネル設定段階の
初期に選択して使用することもできる。ここで、１／３のＦＥＣレートと１／６のＦＥＣ
レートの使用を決める設定条件を固定させず、基地局が直交符号の余分に応じて高い順方
向トラフィックチャネル伝送電力を要求する端末機に優先的に１／６のＦＥＣレートを使
用させる方法も可能である。他の可能な設定条件（チップ当たりのエネルギー：Ｅｃ又は
チップエネルギー対干渉比：Ｅｃ／Ｉｏ）は順方向パイロットチャネルの受信電力、順方
向リンクや逆方向リンクの信号経路損失、フェージング（ fading）及び信号送信電力に応
じて決定される。
【００６１】
直交符号割り当て
直交符号割り当てついて説明すると次の通りである。直交符号はアダマール変換（ hadama
rd transform）を通して生成されるので、２Ｎ *２Ｎの直交符号セットと２（Ｎ＋１）＊

２（Ｎ＋１）の直交符号セットとの間には非直交符号が存在する。このため、２セットの
異なる直交符号（長さ２ *Ｎと２ *（Ｎ＋１）の直交符号セット）を使用する基地局の内部
で２Ｎ *２Ｎ直交符号セット中の直交符号を順方向チャネルに割り当てるとき、以前に割
り当てられた長さ２（Ｎ＋１）の直交符号との直交性を維持する直交符号を割り当てるこ
とができる。これは基地局が新たに長さ２Ｎの直交符号を割り当てる度に以前に割り当て
られた長さ２（Ｎ＋１）の直交符号との相関性を検査する必要があることを示す。
【００６２】
図２～図４に示した構造はＦＥＣレートを順方向リンクで変更する設計が可能である。
【００６３】
図５及び図６は３Ｇ  ＣＤＭＡシステムの順方向リンクに対して符号化率を１／３ＦＥＣ
レート又は１／６ＦＥＣレートに切り替える方法を示している。
【００６４】
図５は呼のセットアップ時にページング（ paging）及びアクセスチャネルを用いて基地局
が端末機の１／６ＦＥＣレートの第２符号器３１２（図３）の使用要求を許容する方法を
示している。図５を参照して呼のセットアップ段階でアクセスチャネルとページングチャ
ネルを通じて呼の開始から順方向リンクに対して１／６のＦＥＣレートを選択する動作に
ついて説明する。
【００６５】
図６は通信中に基地局が端末機の符号化率変更を許容する方法を示している。図６を参照
して呼の進行中にＩＳ－９５Ｂシステムで１／３のＦＥＣレートを１／６のＦＥＣレート
に切り替える動作について説明する。
【００６６】
図５を参照すると、５１１段階で端末機が発信メッセージ（ ORIGINATION MSG）を基地局
に送信する。表１の発信メッセージで符号化率変更可能な端末機に新たなＭＯＢ＿Ｐ＿Ｒ
ＥＶ値（既存の値とは異なる）を割り当て、端末機は自分のＭＯＢ＿Ｐ＿ＲＥＶ値を入れ
て発信メッセージを伝送する。その後、５１５段階で基地局は表２Ａ～２Ｇのようなチャ
ネル割り当てメッセージ（ CHANNEL ASSIGNMENT MSG）を該当端末機に伝送する。
【００６７】
表２ＢはＡＳＳＩＧＮ＿ＭＯＤＥ＝“０００”のチャネル割り当てメッセージを示し、表
２ＣはＡＳＳＩＧＮ＿ＭＯＤＥ＝“００１”のチャネル割り当てメッセージを示し、表２
ＤはＡＳＳＩＧＮ＿ＭＯＤＥ＝“０１０”のチャネル割り当てメッセージを示し、表２Ｅ
はＡＳＳＩＧＮ＿ＭＯＤＥ＝“０１１”のチャネル割り当てメッセージを示し、表２Ｆは
ＡＳＳＩＧＮ＿ＭＯＤＥ＝“１００”のチャネル割り当てメッセージを示し、表２ＧはＡ
ＳＳＩＧＮ＿ＭＯＤＥ＝“１０１”のチャネル割り当てメッセージを示す。
【００６８】
基地局は５１３段階で発信メッセージに対する応答としてＢＳ＿ＡＣＫ＿Ｏｒｄｅｒを先
に伝送することができる。チャネル割り当てメッセージにおいて、符号化率に新たなＥＮ
ＣＯＤＥＲ＿ＲＡＴＥフィールドを割り当てて指定符号化率を伝送する。端末機は受信さ
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れたチャネル割り当てメッセージに応じて符号化率を固定した後、与えられた周波数帯域
と直交符号を用いて順方向リンクチャネルを探索する。
【００６９】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７０】
【表２Ａ】
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【００７１】
【表２Ｂ】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７２】
【表２Ｃ】
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【００７３】
【表２Ｄ】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７４】
【表２Ｅ】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７５】
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【表２Ｆ】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７６】
【表２Ｇ】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７７】
図６を参照すると、端末機と基地局が通信中の状態で基地局は端末機との通信環境をＲＳ
ＳＩを測定して検査する。６１１段階（ RSSI ESTIMATE）において、基地局はＲＳＳＩを
測定した後、ＲＳＳＩが設定しきい値Ｒ＿ low＿ thより低い場合は現在の符号化率より低
い符号化率を選択し、ＲＳＳＩが設定しきい値Ｒ＿ high＿ thより高い場合には現在の符号
化率より高い符号化率を選択する。
【００７８】
このような通信状態で基地局と端末機はトラフィックチャネルを通じてメッセージをやり
とりするので、端末機の符号化率を変更するために下記の表３に示したサービス構造に符
号化率と直交符号のための新たなフィールドを追加する。上述したサービス構造の新たな
フィールドに１６ビットを割り当てるが、最初の２ビットに符号化率を割り当て、次の８
ビットには直交符号を割り当て、最後の６ビットは予備ビットとする。下記の表４に示し
たサービス要求メッセージのＲＥＣＯＲＤ  ＬＥＮの値は既存のＩＳ－９５Ｂでは１２で
あるが、二つのオクテット（ octets）が加えられるので、本発明では１４となる。これは
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表５に示したサービス応答メッセージと表６に示したサービス接続メッセージでも同様に
変わる。上述したサービス構造の内容はメッセージ（サービス要求メッセージ、サービス
応答メッセージ及びサービス接続メッセージ）の特定タイプのフィールド（ Type-Specifi
c Fields）に入力される。
【００７９】
例えば、表３は二つの符号化率１／３、１／６を使用するサービス構造を示している。こ
こで、端末機が異なる符号化率を有する少なくとも二つの符号器を備え、この符号化率に
応じて直交符号の長さが変わると、表３のＥＮＣＯＤＥＲ＿ＲＡＴＥフィールドとＣＯＤ
Ｅ＿ＣＨＡＮフィールドの長さも全ての場合に適合するように変わり、これによる表４、
表５及び表６のＲＥＣＯＲＤ＿ＬＥＮ値も調整される。
【００８０】
サービス構造の訂正後、６１３段階で符号化率を変更するために基地局がサービス要求メ
ッセージを伝送して新たな符号化率と直交符号を選択する（ SERVICE REQUEST MSG（ FOR R
ATE CHANGE））。６１５段階で端末機は再度サービス応答メッセージ（ SERVICE RESPONSE
 MSG）を逆方向トラフィックチャネルを通じて出力し、サービス要求メッセージに対して
応答する。そして、端末機がサービス要求メッセージに応答しなければ、基地局は６１３
段階を繰り返して再度符号化率変更を要求するサービス要求メッセージを伝送することが
でき、これに対する応答として端末機は再度サービス応答メッセージを伝送する。端末機
と基地局のサービス構造が一致すると、６１７段階で基地局はサービス接続メッセージ（
SERVICE CONNECT MSG）を伝送して該当符号化率の動作時間を設定するか、またはディフ
ォルト（ default）でメッセージ受信後に一定の時間が経過するとサービスコメントメッ
セージを実行することができる。６１９段階で端末機はサービス接続完了メッセージを逆
方向リンクを通じて伝送し、サービス接続メッセージに対して応答する。その後、６２１
段階で端末機と基地局は設定動作時間に符号化率を変更する（ SWITH FEC RATE WITH NEW 
ORTHOGONAL CODE AT ACTION TIME）。
【００８１】
【表３】
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【００８２】
【表４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８３】
【表５】
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【００８４】
【表６】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８５】
【表７】
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【００８６】
上述したように、音声サービス及びパケットデータサービスの符号化率が異なるように変
更することができる。すなわち、パケットデータサービス中にパケットデータの付加チャ
ネルの符号化率を専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）を通じて処理することができる。かつ、
ＤＣＣＨでなく、トラフィックチャネルを通じてメッセージを受信する場合、符号化率を
基本チャネルにより求められる方式と同様に処理することができる。例えば、符号化率に
２ビット（４種の場合が可能）を使用する場合、基本チャネルの符号化率変更に２つの場
合を使用し、付加チャネルの符号化率変更に残りの２つの場合を使用する。
【００８７】
上述したように、１／３符号化率の場合は２５６個の長さ２５６の直交符号を使用し、１
／６符号化率の場合には１２８個の長さ１２８の直交符号を使用する。ここで、長さ２５
６の直交符号は長さ１２８の直交符号をアダマール変換することにより生成されるため、
一つの長さ１２８の直交符号は二つの長さ２５６の直交符号と相関してチャネル間の直交
性を消失する。このため、一つの長さ１２８の直交符号を割り当てると、使用可能な長さ
２５６の直交符号の数は二つ減少する。逆に、一つの長さ２５６の直交符号を割り当てる
と、一つの長さ１２８の直交符号の使用が不可能になる。基地局は割り当てられた長さ１
２８及び２５６の直交符号を監視し続けて以前に割り当てられた直交符号との相関が発生
しないように新たな直交符号を割り当てる。
【００８８】
このように本発明の実施形態はチャネル環境に応じて符号化率と直交符号を変更して良好
なチャネルの状態を維持する。この場合、チャネル環境に対する耐久性には送信電力まで
考慮され、直交符号も順方向リンクチャネルのうち、相関が発生しないように割り当てら
れる。すなわち、同一のチャネルパフォーマンスを有するためには低送信電力を備えるこ
とが好ましい。このため、本発明の実施形態はチャネル環境に応じて送信電力を考慮して
符号化率を変更する。仮に、一つのセル内で基地局又は端末機による符号化率の変更時に
直交符号を変更すると、異なる直交符号セットの間に発生する相関性をもたらす直交符号
が存在するかを判断する。これにより、ＣＤＭＡ通信システムの干渉及び直交性確保問題
を解決することができる。
【００８９】
図７Ａ及び７Ｂは基地局の判別器２１３でレート変更動作を行う過程を示すフローチャー
トである。より詳しくは、図７Ａは端末機からのレート変更要求メッセージ受信時に基地
局で行われるレート変更動作を示しており、図７Ｂは端末機がレート変更要求メッセージ
を発生しない場合、基地局が端末機の通信環境を分析してレートを変更する過程を示して
いる。図７Ａ及び７Ｂのような動作は基地局が並行して行うことができる。
【００９０】
図８は端末機が基地局から伝送されたレート変更要求メッセージを受信した場合又は通信

10

20

30

40

50

(23) JP 3698733 B2 2005.9.21



環境の変化に応じてレート変更条件の発生する場合に端末機が基地局とレート変更動作を
行う過程を示している。
【００９１】
図９は符号化率の変更時に変更符号化率に対応する直交符号を割り当てる過程を示すフロ
ーチャートである。すなわち、基地局は端末機に順方向チャネルを割り当てる場合に直交
符号を割り当てるが、常時使用可能な直交符号の数が出来るだけ多くなるように直交符号
を割り当てる必要がある。図９は本実施形態に応じた基地局が端末機に直交符号を割り当
てる過程を示している。
【００９２】
本例では、通信環境に応じて符号化率及びこれに対応する直交符号の長さを同時に変更す
るようにしている。ただし、符号化率又は直交符号の長さを独立的に変更することも可能
である。また、本例では、符号化率を高める場合（１／６から１／３に）は長い直交符号
を割り当て、符号化率を低める場合（１／３から１／６に）には短い直交符号を割り当て
てレート変更時でも同一のチップレートを維持する。ただし、基地局と端末機のチャネル
通信時に同一のチップレートを維持せず、符号化率及び直交符号の長さを割り当てること
もできる。
【００９３】
以下、図９を参照して直交符号を割り当てる過程を説明し、図７Ａ、図７Ｂ及び図８を参
照して基地局と端末機とのレート変更過程を説明する。
【００９４】
図９を参照すると、端末機がチャネル割り当て又は符号化率の変更などにより長さＮ（Ｎ
＝２ k）の直交符号割り当てを要求すると、レート制御器（図示せず）は９１１段階で使
用可能な直交符号を検索する（ SEARCH FOR ORTHO CODE OF LENGTHN）。この場合、使用可
能な直交符号の数が最大となるように直交符号を割り当てる必要がある。このために９１
３段階でレート制御器は直交符号テーブルを検索して未使用の長さＮの直交符号が存在す
るかを検査する（ ANY UNUSED ORTHO CODE?）。長さＮの直交符号がいずれも使用中（チャ
ネルに割り当てられる）であれば、９２９段階に進んで直交符号の使用不可を表示してか
ら終了する（ INDICATE ABSENCE OF AVAILABLE ORTHO CODE）。
【００９５】
しかしながら、長さＮの使用可能な直交符号が存在すれば、９１５段階で該当する直交符
号を検索リストＷ（ｋ）に記録する（ WRITE UNUSED ORTHO CODE IN W（ K））。探索リス
トＷ（ｋ）は下記のようにｗ（ｋ，ｉ）形態の未使用直交符号の情報を蓄積する。
【００９６】
【数１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００９７】
ここで、ｋは Walsh符号の長さを示す整数であり、ｉは Walsh符号の番号（ｉ＝０，１，２
，．．，Ｎ－１）を示す。したがって、長さ２ kの直交符号のうち、１１，１２，１５，
２１，３０の直交符号が未使用状態であるとすれば、検索リストＷ（ｋ）はｗ（ｋ， 11）
、 W（ｋ， 12）、ｗ（ｋ， 15）、ｗ（ｋ， 21）、ｗ（ｋ， 30）の直交符号からなる。
【００９８】
その後、９１７段階で検索過程１（ SEARCH PROCEDURE 1）を行いながら検索リストＷ（ｋ
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）に蓄積されている直交符号から２ kより長い長さの直交符号との直交性を備えない直交
符号を検索して削除する。すなわち、検索過程１では２ kより長い長さの直交符号のうち
、現在使用中の直交符号との直交性を満たさない直交符号を検索リストＷ（ｋ）から削除
する。より詳細には、直交符号ｗ（ｋ＋ｊ，ｉ）（ここで、ｊ≧１，ｉ＝０，１，２，．
．，２ k + 1－１）との直交性を満たさない直交符号を検索リストＷ（ｋ）から削除する。
変数ｊは１ずつ増加して直交符号の長さを増加させる。検索リストＷ（ｋ）の全ての直交
符号で長さ２ K + Jの全ての直交符号に対して検索及び抽出過程を繰り返す。９１７段階で
行われる検索過程１は次のように表現することができる。
【００９９】
【数２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１００】
検索過程１の実行後、９１９段階で検索リストＷ（ｋ）に直交符号が残存するか（ｗ（ｋ
，ｉ）＞０）を確かめる（ ANY ORTHO CODE IN W（ K））。検索リストＷ（ｋ）に残存する
直交符号のない場合には９２９段階に進んで使用可能な直交符号の不在を表示する。
【０１０１】
検索リストＷ（ｋ）に直交符号が存在する場合には９２１段階に進んで検索リストＷ（ｋ
）の直交符号ｗ（ｋ，ｊ）に対して直交符号ｗ（ｋ J（Ｊ＋Ｎ）／２） mod Ｎが現在使用
中であるかを検査する（ ORTHO CODE OF LENGTH 2K AND NUMBER（ i+N/2） mod N IS IN USE
?）。この場合、このような直交符号が検索リストＷ（ｋ）に存在する場合には９２７段
階に進んで該当直交符号を使用可能な直交符号として割り当てる（ ASSIGN AVAILABLE ORT
HO CODE）。
【０１０２】
しかしながら、該当直交符号が検索リストＷ（ｋ）に存在しない場合には９２３段階で検
索過程２（ SEARCH PROCEDURE 2）を行いながら２ kより短い長さの直交符号のうち、現在
使用中の直交符号との直交性を満たさない直交符号を削除する。より詳細には、現在使用
中の直交符号ｗ（ｋ－ｊ，ｉ）（ここで、ｊ≧１，ｉ＝０，１，２，．．，２ k - 1－１）
のうち、検索リストＷ（ｋ）に蓄積されている直交符号との直交性を満たさない直交符号
を検索リストＷ（ｋ）から削除する。ｊが減少するにつれて直交符号の長さも減少し、全
ての直交符号に対して検索及び抽出過程を繰り返す。９２３段階で行われる検索過程２は
次のように表現することができる。
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【０１０３】
【数３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１０４】
検索過程２の実行後、９２５段階で検索リストＷ（ｋ）に直交符号が残存するか（ｗ（ｋ
，ｉ）＞０）を確かめる（ ANY ORTH CODE IN W（ K））。検索リストＷ（ｋ）に残存する
直交符号のない場合には９２９段階に進んで使用可能な直交符号の不在を表示する。しか
しながら、検索リストＷ（ｋ）に直交符号が存在する場合には９２７段階に進んで検索リ
ストＷ（ｋ）に残存する直交符号を使用可能な直交符号として割り当てる。
【０１０５】
上述した直交符号の割り当て動作を具体的に説明すると次の通りである。
【０１０６】
使用する直交符号の長さをＮ＝２ kとするとき、９１５段階で直交符号検索リストＷ（ｋ
）には長さＮの未使用直交符号ｗ（ｋ，ｉ）が記録される。ここで、ｉはアダマールマト
リックス要素の番号である直交符号の番号 Wnoとなる。
【０１０７】
長さＮ＝２ k（ｋ＝４，５，６）の直交性を有するシステムの一例としては、使用する直
交符号が長さＮ＝２ k（ｋ＝５）であり、ｋ＝４，ｋ＝５，ｋ＝６の三つの直交符号長さ
が存在すると仮定する。かつ、検索リストＷ（ｋ）に記録された直交符号ｗ（ｋ，ｉ）が
ｉ＝１０，１１，１２のｗ（５，１０），ｗ（５，１１），ｗ（５，１２），ｗ（５，２
６），ｗ（５，２７），ｗ（５，２８），（１０＋２ 5／２） mod２ 5＝２６，（１１＋２ 5

／２） mod２ 5＝２７，（１２＋２ 5／２） mod２ 5＝２８であると仮定する。便宜上、ｗ（
５，１０）とｗ（５，２６）の一対の直交符号、ｗ（５，１１）とｗ（５，２７）の一対
の直交符号及びｗ（５，１２）とｗ（５，２８）の一対の直交符号をそれぞれ相互に対す
る第２直交符号（ half complement orthogonal codes）として称する。
【０１０８】
現在使用中でない直交符号を次のように表示する（ここで、直交符号ｗ（６，２８）とｗ
（４，１１）は使用中である）。
【０１０９】
【数４】
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【０１１０】
ここで、バー表示符号は補数符号を示す。
【０１１１】
上述した直交符号の組み合わせを示すと表８のようになる。ここで、ｗ（６，２８），ｗ
（５，１０），ｗ（５，１２），ｗ（４，１１）は使用中の直交符号であると仮定する。
表８において、長さｋ＝５の直交符号は検索リストＷ（ｋ＝５）にある直交符号と関係性
（相互に対する第２直交符号）を有する。表８は使用中の直交符号ｗ（６，２８）と未使
用の直交符号ｗ（４，１１）の場合を示している。かつ、表８のアンダーライン表示の直
交符号は検索リストＷ（ｋ）にある直交符号である。
【０１１２】
【表８】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１１３】
表８及び図９を参照すれば、９１７段階で検索過程１は検索リストＷ（ｋ）に記録された
直交符号ｗ（５，１１），ｗ（５，２６），ｗ（５，２７），ｗ（５，２８）のうち、長
さ２ k + 1の現在使用中の直交符号との直交性を満たさない直交符号を検索して検索リスト
Ｗ（ｋ）から削除する。
【０１１４】
【数５】
　
　
　
　
【０１１５】
これにより、検索過程１の実行後、検索リストはＷ（ｋ）＝｛ｗ（５，１１），ｗ（５，
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２６），ｗ（５，２７）｝となる。直交符号リストはＷ（ｋ）＝３なので、９１９段階の
条件（Ｗ（ｋ）の数＞０）を満たす。かつ、直交符号ｗ（５，２６）とｗ（５，（２６＋
１６） mod３２）＝Ｗ（５，１０）の第２直交符号は既に使用中なので、９２１段階の条
件を満たす。したがって、直交符号ｗ（５，２６）は使用可能な直交符号として割り当て
られる。
【０１１６】
ｗ（５，１０）が使用中の直交符号でなく、検索過程１の実行後の検索リストＷ（ｋ）の
成分がｗ（５，１０），ｗ（５，１１），ｗ（５，２６），ｗ（５，２７）であれば、検
索リストＷ（ｋ）は９２１段階を満たす直交符号を備えない。その後、９２３段階に進ん
で検索過程２を実行する。検索過程２においては、検索リストＷ（ｋ）の直交符号のうち
、長さが２ k - 1（ｋ－１＝４）であり、現在使用中の直交符号との直交性を満たさない直
交符号を検索して検索リストＷ（ｋ）から削除する。
【０１１７】
【数６】
　
　
　
【０１１８】
したがって、検索リストＷ（ｋ）に蓄積されている直交符号はＷ（ｋ＝５）＝｛ｗ（５，
１０），ｗ（５，２６）｝となり、９２５段階を満たす。これにより、９２７段階で直交
符号ｗ（５，１０），ｗ（５，２６）は使用可能な直交符号として割り当てられる。
【０１１９】
上述した直交符号の割り当ては図２の判別器２１３により行われる。判別器２１３が長さ
Ｎの新たな直交符号を割り当てるとき、先ず使用する長さＮの直交符号のうち、使用可能
な直交符号が存在するかを確かめる。この場合、長さＮの使用可能な直交符号が存在する
と、判別器２１３は使用可能な直交符号を検査して他の既存の順方向リンクに割り当てら
れた順方向チャネルの直交符号との直交性を満たさない直交符号が存在するかを確かめ、
それが存在すると該当相関符号の割り当てを避ける。そして、図９の過程による使用可能
な直交符号が存在すると、対応する直交符号の長さ及び番号情報を出力して直交符号を割
り当てる。したがって、ＣＤＭＡ通信システムにおいて可変データ率でチャネルデータを
送信するとき、基地局が端末機に直交符号を効率よく割り当てることができるため、他の
端末機及びチャネルに割り当てられた直交符号は新たな直交符号との直交性を維持する。
したがって、可変データ率を支援する通信システムは直交符号資源を効率よく使用し、直
交符号を迅速に割り当てることができる。
【０１２０】
図７Ａ、図７Ｂ及び図８で用いられる用語“レート”は符号化率及び／又は直交符号の長
さをいう。かつ、“第１のレート変更条件”は高いレートから低いレートに変更する条件
を示し、“第２のレート変更条件”は低いレートから高いレートに変更する条件を示す。
例えば、１／３の符号化率及び長さ２５６の直交符号を使用する通信環境を１／６の符号
化率及び長さ１２８の直交符号を使用する通信環境に変更すると、これは高いレートから
低いレートに変更する場合となる。かつ、１／６の符号化率及び長さ１２８の直交符号を
使用する通信環境を１／３の符号化率及び長さ２５６の直交符号を使用する通信環境に変
更すると、これは低いレートから高いレートに変更する場合となる。本発明の実施形態で
は、高い符号化率を使用するときに長い直交符号を割り当て、低符号化率を使用するとき
には短い直交符号を割り当てて一定のデータレートを維持する。
【０１２１】
図７Ａ及び図７Ｂを参照すれば、基地局の判別器２１３は７１１段階で受信信号を分析し
て端末機のレート変更要求メッセージの受信有無を検査する（ RATE CHANGE REQUESTED FR
OM MS?）。その結果、端末機からレート変更要求メッセージを受信すると、基地局の判別
器２１３は７１３段階で受信レート変更要求メッセージがより高いレート又は低いレート
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への変更を要求するかを検査する（ REQUEST MESSAGE EXAMINED?）。
【０１２２】
、７１３段階でより低いレートへの変更を要求すると、基地局の判別器２１３は７１５段
階で第１のレート変更条件を満たすかを確かめる（ 1ST RATE CHANGE CONDITION?）。ここ
で、基地局が符号化率を低める第１のレート変更条件は表９に示した条件に従う。本発明
の実施形態では、表９の条件のうち、条件１と条件４を含む少なくとも三つ又は二つの条
件を満たす場合に第１のレート変更条件を満たすと仮定する。
【０１２３】
【表９】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１２４】
表９において、条件１は基地局が端末機に送信する電力が順方向リンクの該当帯域で送信
する最大電力から電力の余裕幅を減算した値を該当帯域でサービスされる全体端末機の数
で乗算した値より大きいか、又は同一である条件を満たす。条件２は一定期間の平均逆方
向リンク受信電界強度（ＲＳＳＩ）がしきい値ＲＳＳＩ（Ｔｈ r s s i）からＲＳＳＩの標準
偏差σ r s s iを減算した値より小さいか、又は同一である条件を満たす。条件３は一定期間
の平均逆方向リンク信号対雑音比（ＳＮＲ）がしきい値ＳＮＲ（Ｔｈ s n r）からＳＮＲの
標準偏差σ s n rを減算した値より小さいか、又は同一である条件を満たす。条件４は変更
しようとする長さの直交符号のうち、現在使用可能な直交符号が存在する条件を満たす。
ここで、直交符号は図９のような過程に基づいて検索及び抽出される。すなわち、検索の
結果、使用可能な直交符号が存在しても、使用中の他の直交符号との直交性を満たさない
ときは使用不能な直交符号として判断する。すなわち、条件４を満たす直交符号は変更し
ようとする符号化率に対応する長さを備え、他の端末機に対する順方向チャネルとの直交
性も備えるべきである。
【０１２５】
第１のレート変更条件を満たすためには、表９の条件１と条件４を必ず満たさなければな
らない。したがって、条件１と条件４を満たす場合には現在のレートを低いレートに変更
することができる。また、条件１と条件４を満たさないが、条件２と条件３を満たす場合
にはレートは変更しない。すなわち、条件１と条件４を満たす場合のみ、現在のレートを
低いレートに変更することができる。ここで、条件１と条件４を満たす状態で条件２及び
条件４のうち、一つ又は二つを満たす場合には第１のレート変更条件を満たすと仮定する
。
【０１２６】
したがって、７１５段階で第１のレート変更条件を満たす場合、基地局は７１７段階で要
求符号化率及び割り当て直交符号の情報とともに応答メッセージを端末機に伝送する（ SE
ND REQUESTED CODING RATE AND ORTHO CODE）。ここで、チャネル符号器の符号化率が１
／３の場合は１／６に変更することができ、１／２の場合には１／４に変更することもで
きる。この場合、他の順方向リンクチャネルに用いられる直交符号との直交性を有するよ
り短い直交符号を割り当てる。判別器２１３はアダマール変換により予め設定された直交
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符号を蓄積するテーブルを備え、図９のような過程に基づいて他の直交符号との直交性を
有する直交符号をテーブルから選択して割り当てる。このように変更符号化率及び直交符
号情報を伝送した後、基地局の判別器２１３は７１９段階で要求される低いレートに変更
するための符号化選択信号 Csel、直交符号信号 Wno及び長さ Wlengthを出力して基地局のチ
ャネル符号器の符号化率及び直交符号を変更する。
【０１２７】
その後、図３に示したように、基地局で符号化選択信号 Cselに応じて選択器３０１は入力
データを第２符号器３１２に出力し、選択器３９３はデシメーター３９２の出力を選択し
て第２混合器３４２に出力する。かつ、第２直交変調器３６２は第２符号器３５２から出
力されるシンボルデータを新たに割り当てられた直交符号と乗算する。したがって、拡散
器３７０に印加される直交拡散信号のレートは低いレートに変更する。また、端末機の判
別器２１３においても受信される Csel、 Wno及び Wlengthを出力する。これにより、図４に
示したように、選択器４２０は逆拡散器４１０から出力される受信番号を第２直交復調器
４３２に印加し、第２直交復調器４３２は逆拡散信号を新たに割り当てられた直交符号と
乗算する。そして、符号化選択信号 Cselに応じて選択器４９３はデシメーター４９２から
デシメートしたロングコードを第２混合器４５２に出力する。これにより、第２復号器４
８２で復号化したデータを受信データとして出力する。
【０１２８】
しかしながら、７１３段階でより高いレートへの変更を要求すると、基地局の判別器２１
３は７２１段階で第２のレート変更条件を満たすかを確かめる（ 2ND RATE CHANGE CONDIT
ION?）。ここで、基地局が符号化率を高める第２のレート変更条件は表１０に示した条件
を示す。本実施形態では、表１０の条件のうち、条件１を含む少なくとも二つ又は一つの
条件を満たす場合に第２のレート変更条件を満たすと仮定する。
【０１２９】
【表１０】
　
　
　
　
　
　
　
【０１３０】
表１０において、条件１は基地局が端末機に送信する電力が順方向リンクの該当帯域で端
末機が送信する平均送信電力から各順方向トラフィックチャネルの平均送信電力の標準偏
差（σ p w r）を減算した値より小さい場合に、同一である条件を満たす。条件２は一定期
間の平均逆方向リンク受信電界強度（ＲＳＳＩ）がしきい値ＲＳＳＩ（Ｔｈ r s s i）にＲＳ
ＳＩの標準偏差σ r s s iを加算した値より大きい場合に、同一である条件を満たす。条件３
は一定期間の平均逆方向リンク信号対雑音比（ＳＮＲ）がしきい値ＳＮＲ（Ｔｈ s n r）に
ＳＮＲの標準偏差σ s n rを加算した値より大きい場合に、同一である条件を満たす。
【０１３１】
ここで、第２のレート変更条件を満たすためには、表１０の条件１を必ず満たさなければ
ならない。したがって、条件１を満たす場合には現在のレートを高いレートに変更するこ
とができ、直交符号の長さも変更することができる。しかしながら、条件１を満たさず、
条件２と条件３を満たす場合には符号化率及び直交符号は変更しない。すなわち、条件１
を満たす場合のみに現在のレートを高いレートに変更することができる。ここで、条件１
を満たす状態で条件２及び条件４のうち、一つ又は二つを満たす場合には第２のレート変
更条件を満たすと仮定する。
【０１３２】
この場合、７２１段階で第２のレート変更条件を満たせば、基地局は７１７段階で要求符
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号化率及び割り当て直交符号とともに応答メッセージを端末機に伝送する。ここで、チャ
ネル符号器の符号化率が１／６の場合は１／３に変更することができ、１／４の場合には
１／２に変更することもできる。この場合、符号化率が増加するにつれて、他の順方向リ
ンクチャネルに用いられる直交符号との直交性を有するより長い直交符号を割り当てるこ
とができる。このように変更符号化率及び直交符号を伝送した後、基地局の判別器２１３
は７１９段階で要求される高いレートに変更するための符号化選択信号 Csel、直交符号番
号 Wno及び長さ Wlengthを出力して基地局のチャネル符号器の符号化率及び直交符号を変更
する。
【０１３３】
その後、図３に示したように、符号化選択信号 Cselに応じて選択器３０１は入力データを
第１符号器３１１に出力し、選択器３９３はデシメーター３９２からデシメートしたロン
グコードを第１混合器３４１に出力する。かつ、第１直交変調器３６１は第１符号器３５
１から出力されるデータを新たに割り当てられた直交符号と乗算する。したがって、拡散
器３７０に印加される直交拡散信号のレートは高いレートに変更する。また、端末機の判
別器２１３も受信される Csel、 Wno及び Wlengthを出力する。これにより、図４に示したよ
うに、選択器４２０は逆拡散器４１０から出力される受信信号を第１直交復調器４３１を
印加し、第１直交復調器４３１は逆拡散信号を新たに割り当てられた直交符号と乗算する
。さらに、符号化選択信号 Cselに応じて選択器４９３はデシメーター４９２からデシメー
トしたロングコードを第１混合器４５１に出力する。これにより、第１復号器４８１で復
号化したデータを受信データとして受信機に印加する。
【０１３４】
しかしながら、端末機のレート変更要求メッセージが第１又は第２のレート変更条件の両
方を満たさない場合、基地局の判別器２１３は７１５段階又は７２１段階でこれを感知し
、７２３段階で端末機に符号化率変更及び直交符号変更の不可を示す応答メッセージを伝
送する（ SEND MESSAGE REPRESENTING INPOSSIELITY OF RATE CHANGE）。
【０１３５】
７１１段階で端末機からレート変更要求メッセージを受信しない場合は図７Ｂの過程を実
行してレート変更有無を検査する。また、特定の端末機からレート変更要求メッセージを
受信する場合には基地局は図７Ａ及び図７Ｂの過程を並列実行してレート変更を要求しな
い他の端末機のレート変更有無を検査する。図７Ｂにおいて、基地局の判別器２１３は端
末機に対する順方向トラフィックチャネルの消費電力を検索してレートを変更する。すな
わち、高電力を消費する端末機の場合は低レートを選択し、低電力を消費する端末機の場
合には高レートを選択する。
【０１３６】
先ず、高電力を消耗する端末機のレート変更動作を調べると、基地局の判別器２１３は７
５１段階で高いレートの符号器を使用する順方向リンクのうち、最大電力を消費する順方
向リンクと端末機を検索する（ SEARCH FOR MS HAVING HIGHEST POWER CONSUMPTION）。判
別器２１３は７５３段階で内部の検索リストを参照して検索端末機のレート変更が可能で
あるかを検査する（ RATE CHANGEABLE）。検索端末機のレート変更が可能であれば、７５
５段階で第１のレート変更条件を満たすかを検査する（ 1ST RATE CHANGE CONDITION?）。
この際、第１のレート変更条件は上述したように表９の条件１と条件４を含む少なくとも
三つの条件を満たす場合を指すと仮定する。第１のレート変更条件を満たさない場合には
７１１段階に戻って図７Ｂの過程を繰り返す。しかしながら、７５５段階で第１のレート
変更条件を満たす場合、７５７段階で端末機に低いレートを選択（ SELECT LOWER RATE）
するための要求メッセージを伝送し、該当順方向チャネルの符号化率を低めるための過程
を実行する。
【０１３７】
次に、低電力を消費する端末機のレート変更動作を調べると、基地局の判別器２１３は７
５９段階で低いレートの符号器を使用する順方向リンクのうち、最少電力を消費する順方
向リンクと端末機を検索する（ SEARCH FOR MAS HAVING LOWEST POWER CONSUMPTION）。か
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つ、判別器２１３は７６１段階で内部の検索リストを参照して検索端末機のレート変更が
可能であるかを検査する（ RATE CHANGEABLE?）。検索端末機のレート変更が可能あれば、
７６３段階で第２のレート変更条件を満たすかを検査する（ 2ND RATE CHANGE CONDITION?
）。この際、第２のレート変更条件は上述したように表１０の条件１を含む少なくとも二
つの条件を満たす場合を指すと仮定する。第２のレート変更条件を満たさない場合には７
１１段階に戻って図７Ｂの過程を繰り返す。しかしながら、７６３段階で第２のレート変
更条件を満たす場合、７６５段階で端末機に高いレートを選択（ SELECT HIGHER RATE）す
るための要求メッセージを伝送し、該当順方向チャネルの符号化率を高めるための過程を
実行する。
【０１３８】
しかしながら、検索過程で最大電力を消費する端末機又は最少電力を消費する端末機のレ
ート変更が不可能であれば、すなわち、従来のＩＳ－９５端末機のように通話中に符号化
率の変更が不可能であれば、７５３又は７６１段階でこれを感知し、７６７段階に進んで
レート変更不能の端末機を検索リストから削除した後、７１１段階に戻って図７Ｂの過程
を繰り返す。
【０１３９】
図８を参照すると、端末機の判別器２１３は８１１段階で受信信号を分析して基地局のレ
ート変更要求メッセージ受信の有無を検査する（ REQUEST MESSAGE RECEIVED?）。そして
、基地局からレート変更要求メッセージを受信すると、端末機の判別器２１３は８１３段
階で受信メッセージがより高いレート又はより低いレートへの変更を要求するかを検査す
る（ REQUEST MESSAGE EXAMINED?）。
【０１４０】
８１３段階でより低いレートへの変更を要求すると、端末機の判別器２１３は８１５段階
で第１のレート変更条件を満たすかを確かめる（ 1ST RATE CHANGE CONDITION?）。ここで
、端末機が符号化率を低める第１のレート変更条件は表１１に示した条件に従う。本実施
形態では、表１１の条件のうち、少なくとも二つの条件を満たす場合に第１のレート変更
条件を満たすと仮定する。
【０１４１】
【表１１】
　
　
　
　
　
　
　
【０１４２】
表１１において、条件１は一定期間の平均逆方向リンクの送信電力がしきい値電力Ｔｈ p w

rに標準電力偏差σ p w rを加算した値より大きいか、又は同一である条件を満たす。条件２
は一定期間の平均順方向リンク受信電界強度（ＲＳＳＩ）がしきい値ＲＳＳＩ（Ｔｈ r s s i

）からＲＳＳＩの標準偏差σ r s s iを減算した値より小さいか、又は同一である条件を満た
す。条件３は一定期間の平均順方向リンク信号対雑音比（ＳＮＲ）がしきい値ＳＮＲ（Ｔ
ｈ s n r）からＳＮＲの標準偏差σ s n rを減算した値より小さいか、又は同一である条件を満
たす。
【０１４３】
第１のレート変更条件を満たすためには、表１１の条件１～３のうち、少なくとも二つを
満たす必要があるとする。表１１の条件のうち、少なくとも二つの条件を満たす場合、現
在の符号化率を低いレートに変更することができ、直交符号の長さも変更することができ
る。
【０１４４】

10

20

30

40

50

(32) JP 3698733 B2 2005.9.21



このため、８１５段階で第１のレート変更条件を満たす場合、端末機は８１７段階で要求
符号化率及び割り当て直交符号とともに応答メッセージを基地局に伝送し（ SEND REQUEST
 CODING RATE AND ORTHO RATE）、８１９段階で変更レート（ CHANGE RATE）に応じて符号
化率及び直交符号を変更して通信機能を行う。
【０１４５】
しかしながら、８１３段階でより高いレートへの変更を要求すると、端末機の判別器２１
３は８２１段階で第２のレート変更条件を満たすかを確かめる（ 2ND RATE CHANGE CONDIT
ION?）。ここで、基地局が符号化率を高める第２のレート変更条件は表１２に示した条件
のうち、少なくとも二つの条件を満たす場合に第２のレート変更条件を満たすと仮定する
。
【０１４６】
【表１２】
　
　
　
　
　
　
　
【０１４７】
表１２において、条件１は一定期間の平均逆方向リンクの送信電力がしきい値電力Ｔｈ p w

rから標準電力偏差σ p w rを減算した値より小さいか、又は同一である条件を満たす。条件
２は一定期間の平均順方向リンク受信電界強度（ＲＳＳＩ）がしきい値ＲＳＳＩ（Ｔｈ r s

s i）とＲＳＳＩの標準偏差σ r s s iを加算した値より大きいか、又は同一である条件を満た
す。条件３は一定期間の平均順方向リンク信号対雑音比（ＳＮＲ）がしきい値ＳＮＲ（Ｔ
ｈ s n r）とＳＮＲの標準偏差σ s n rを加算した値より大きいか、又は同一である条件を満た
す。
【０１４８】
ここで、第２のレート変更条件を満たすためには、表１２の条件１～３のうち、少なくと
も二つを満たす必要があるとする。表１２の条件のうち、少なくとも二つの条件を満たす
場合、現在のＦＥＣレートを高いレートに変更することができ、直交符号の長さも変更す
ることができる。
【０１４９】
このため、８２１段階で第２のレート変更条件を満たす場合、端末機は８１７段階で要求
符号化率及び割り当て直交符号とともに応答メッセージを基地局に伝送する。ここで、チ
ャネル符号器の符号化率が１／６のであれば１／３に変更することができ、１／４であれ
ば１／２に変更することもできる。また、図９に示した検索過程後、より長い直交符号を
割り当てることができる。このように変更符号化率及び直交符号を伝送した後、端末機の
判別器２１３は８１９段階で要求される高いレートに変更するための符号化選択信号 Csel
,直交符号番号 Wno及び長さ Wlengthを出力して変更レートに応じて符号器の符号化率及び
直交符号を変更して通信機能を行う。
【０１５０】
しかしながら、端末機のレート変更要求メッセージが第１又は第２のレート変更条件の両
方を満たさない場合、端末機の判別器２１３は８１５段階又は８２１段階でこれを感知し
、８２３段階で端末機に符号化率変更及び直交符号変更の不可を示す応答メッセージを伝
送する（ SEND MESSAGE REPRESENTING IMPOSSIBILITY OF RATE CHANGE）。
【０１５１】
上述したように、基地局及び端末機はレート変更要求又は相手から受信される信号に応じ
て符号化率及び直交符号を変更して符号化率を変更する。したがって、チャネルの環境に
応じて適応的に良好な通信レートを維持することができる。図７Ａ、図７Ｂ及び図８はレ
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ートの変更時に符号化率と直交符号の両方を変更する場合を示したが、チャネル環境に応
じて符号化率又は直交符号を選択変更してレートを変更することもできる。
【０１５２】
図３の順方向トラフィックチャネル送信装置は単一キャリアを使用する構造を備える。し
かしながら、通信技術の発達と需要の増大により通信加入者は増えつつあり、これによる
加入者の要求を満たすための各種の方法が提案されている。このような方法の一つとして
は、上述したようにＴＩＡ－ＥＩＡ  ＴＲ４５．５会議で提案されたマルチキャリアＣＤ
ＭＡシステムの基本チャネル順方向リンクの構造がある。マルチキャリアを使用する方法
はＩＳ－９５ＣＤＭＡシステムに用いられる三つの１．２５ＭＨｚの帯域幅上に三つのマ
ルチキャリアシステムの順方向リンクキャリアをオーバーレイするか、三つの１．２５Ｍ
Ｈｚ帯域を一つの順方向チャネルで選択する。この場合、マルチキャリアシステムに用い
られる三つのキャリアがいずれも独立的な送信電力を有する。
【０１５３】
したがって、上述したようにマルチキャリアシステムを実現して本発明に係る送信装置を
実現する場合、図２のような判別器２１３は通信環境に応じて符号化率を選択するための
選択信号 Cselを発生するとともに、マルチキャリアシステムに適用するための直交符号を
発生するための直交符号番号 Wno及び長さ Wlengthを発生させる必要がある。この場合、各
キャリアは相互に独立しているので、判別器２１３から出力される Walsh符号番号 Wnoもキ
ャリアに対応する数だけ直交符号を割り当てる必要がある。
【０１５４】
図１０はこのようなマルチキャリア送信装置の例を示している。順方向トラフィックチャ
ネル送信装置が三つのキャリアを使用し、１／３レートの符号器、１／６レートの符号器
及び三つのキャリアに応じる信号を独立的に直交変調する多数の直交変調器を備えるもの
としている。
【０１５５】
図１０を参照すれば、選択器（ SELECTOR）３０１は第１出力端が第１符号器（ 1ST ENCODE
R）３１１に接続され、第２出力端が第２符号器（ 2ND ENCODER）３１２に接続される。選
択器３０１は送信するデータを入力し、判別器２１３から出力される選択信号 Cselに応じ
て入力データを選択して第１符号器３１１又は第２符号器３１２に出力する。
【０１５６】
第１符号器３１１は選択器３０１から入力されるデータの受信時にその入力データを１／
３の符号化率で符号化及び穿孔してシンボルとして出力する。すなわち、第１符号器３１
１は一つの入力データビットを三つのシンボルに符号化する。第１符号器３１１には畳み
込み符号器又はターボ符号器を使用することができる。第１シンボル繰り返し器（ 1ST SY
MBOL REPETITION）３２１は第１符号化率で符号化したデータを入力し、異なるビットレ
ートを有するデータのシンボルレートが同一になるように第１符号器３１１から出力され
るシンボルを繰り返す。第１インタリーバー（ 1ST INTERLEAVER）３３１は第１シンボル
繰り返し器３２１から出力される第１符号化データをインタリービングする。ここで、第
１インタリーバー３３１にはブロックインタリーバーを使用することができる。
【０１５７】
第２符号器３１２は選択器３０１から入力されるデータの受信時にその入力データを１／
６の符号化率で符号化及び穿孔してシンボルとして出力する。すなわち、第２符号器３１
２は一つの入力データビットを六つのシンボルに符号化する。第２符号器３１２には畳み
込み符号器又はターボ符号器を使用することができる。第２シンボル繰り返し器（ 2ND SY
MBOL REPETITION）３２２は第２符号化率で符号化したデータを入力し、異なるビットレ
ートを有するデータのシンボルレートが同一になるように第２符号器３１２から出力され
るシンボルを繰り返す。第２インタリーバー（ 2ND INTERLEAVER）３３２は第２シンボル
繰り返し器３２２から出力される第２符号化データをインタリービングする。ここで、第
２インタリーバー３３２にはブロックインタリーバーを使用することができる。
【０１５８】
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ロングコード発生器（ LONG CODE GEN）３９１は各加入者に固有に割り当てられる加入者
識別のためのロングコードを発生する。デシメーター（ DECIMATOR）３９２はロングコー
ドレートがインタリーバー３３１及び３３２から出力されるシンボルレートと一致するよ
うにロングコードをデシメートする。選択器（ SELECTOR）３９３はデシメーター３９２か
ら出力されるデシメートしたロングコードを、符号器選択信号 Cselに応じて選択した混合
器３４１又は３４２のいずれかに出力する。選択器３９３は１／３符号化率の選択時にデ
シメートしたロングコードを第１混合器３４１にスイッチング出力し、１／６符号化率の
選択時には第２混合器３４２にスイッチング出力する。第１混合器３４１は第１インタリ
ーバー３３１から出力される第１符号化データと選択器３９３から出力されるロングコー
ドを混合する。第２混合器３４２は第２インタリーバー３３２から出力される第２符号化
データと選択器３９３から出力されるロングコードを混合する。
【０１５９】
第１分配器（ DEMUX:demultiplexer）１０１１は第１混合器３４１から出力されるデータ
を各キャリアに順次分配する。信号変換器（ SIGNAL MAPPNG）１０２１～１０２３は第１
分配器１０１１から出力される２進データのレベルを変換して出力する。信号変換器１０
２１～１０２３はデータ“０”を“＋１”に、データ“１”を“－１”に変換する。キャ
リアに対応する数だけ備えられる直交変調器（ ORTHOMOD）１０３１～１０３３は第１直交
符号発生器（図示せず）を備える。この第１直交符号発生器は判別器２１３から出力され
る直交符号番号 Wno及び長さ Wlengthによる第１符号化データを直交変調するための第１直
交符号を発生する。直交変調器１０３１～１０３３は直交符号番号 Wno及び長さ Wlengthに
応じて発生する第１直交符号を信号変換器１０２１～１０２３からそれぞれ出力されるデ
ータと乗算して第１直交変調信号を発生する。ここで、直交符号には Walsh符号を使用し
、第１符号化率（１／３）で符号化したデータに対しては長さ２５６の Walsh符号を使用
するものとする。
【０１６０】
第２分配器１０１２は第２混合器３４２から出力されるデータを各キャリアに順次分配す
る。信号変換器（ SIGNAL MAPPING）１０２６～１０２８は第２分配器１０１２から出力さ
れる２進データのレベルを変換して出力する。信号変換器１０２６～１０２８はデータ“
０”を“＋１”に、データ“１”を“－１”に変換する。キャリアに対応する数だけ備え
られる直交変調器（ ORTHO MOD）１０３６～１０３８は第２直交符号発生器（図示せず）
を備える。第２直交符号発生器は判別器２１３から出力される直交符号番号 Wno及び長さ W
lengthによる第２符号化データを直交変調するための第２直交符号を発生する。直交変調
器１０３６～１０３８は直交符号番号 Wno及び長さ Wlengthに応じて発生する第２直交符号
を信号変換器１０２１～１０２３からそれぞれ出力されるデータと乗算して第２直交変調
信号を発生する。ここで、直交符号には Walsh符号を使用し、第２符号化率（１／６）で
符号化したデータに対しては長さ１２８の Walsh符号を使用するものとする。
【０１６１】
拡散器（ SPREADER）１０４１～１０４３は直交変調器１０３１～１０３３及び１０３６～
１０３８から出力される第１及び第２直交変調信号を受信拡散シーケンスと混合して送信
信号を拡散する。ここで、拡散シーケンスにはＰＮシーケンスを使用し、拡散器にはＱＰ
ＳＫ拡散器を使用することができる。利得調整器（ GAIN CONTROL）１０５１～１０５３は
拡散器１０４１～１０４３から入力される拡散信号の利得を利得制御信号Ｇ１～Ｇ３に応
じて調整する。各利得調整器１０５１～１０５３は異なるキャリアを出力する。
【０１６２】
上述したように、端末機と基地局が呼のセットアップ又は進行中に通信環境に応じて符号
化率及び直交符号を変更することにより、良好な条件で通信機能を行うことができる。す
なわち、ＣＤＭＡ通信システムの全てのリンクチャネルに対してＦＥＣレートを変更する
ことにより、受信装置の性能を向上させるのみならず、送信装置の電力を節約することが
できる。かつ、レートの変更をメッセージを用いて容易に行うこともできる。
【０１６３】
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以上、本発明を特定の実施形態に基づき説明したが、各種の変形が請求の範囲により決め
られる本発明の範囲及び思想を逸脱しない限り、当該技術分野における通常の知識を持つ
者により可能であることは明らかである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　従来のＣＤＭＡ通信システムにおけるチャネル送信装置の構成図。
【図２】　チャネル環境に応じてチャネルデータレートを変更する本発明に係る判別器の
構成図。
【図３】　異なるレートを有する複数の符号器を含む単一キャリアの順方向トラフィック
チャネル送信装置の構成図。
【図４】　異なるレートを有する複数の復号器を含む逆方向トラフィックチャネル受信装
置の構成図。
【図５】　呼のセットアップ時にページングチャネルとアクセスチャネルを用いて端末機
が基地局の命令に応答して符号器を選択する本発明の方法を示すフローチャート。
【図６】　呼の進行中に端末機が基地局の命令に応答してレートを変更する本発明の方法
を示すフローチャート。
【図７Ａ】　端末機からレート変更要求メッセージを受信した時に基地局がデータチャネ
ルレートを変更する本発明の方法を示すフローチャート。
【図７Ｂ】　基地局が端末機からレート変更要求メッセージを受信しなかったときに基地
局がデータチャネルレートを変更する本発明の方法を示すフローチャート。
【図８】　端末機が基地局からレート変更要求メッセージを受信した時にレートを変更し
、チャネル環境を分析してその分析結果に応じて基地局にレート変更要求メッセージを伝
送する本発明の過程を示すフローチャート。
【図９】　基地局がデータチャネルレートを変更する時に直交符号を変更する本発明の過
程を示すフローチャート。
【図１０】　異なるレートを有する複数の符号器を備え、チャネル環境に応じて符号器を
適応的に選択する本発明に係るマルチキャリアの順方向トラフィックチャネル送信装置の
構成図。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ Ａ 】 【 図 ７ Ｂ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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